
３ 平成 19 年度視覚障害歩行訓練専門職認定試験の実施結果及び平成 20 年度試験

の実施予定について 
学院視覚障害学科  野口 忠則、小林 章、松﨑 純子 

特定非営利活動法人 Tokyo Lighthouse  清水 美知子 

１．平成 19 年度試験実施に至る経緯、試験概要及び結果 

 視覚障害者を対象として、従来「生活訓練」と呼ばれてきた、障害者自立支援法においては自

立訓練サービスを提供する専門職である「視覚障害生活訓練専門職」について、当該専門職従事

者の専門性の担保やその維持向上、必要となる知識及び技術の客観的な検証等が全く不十分であ

るという当該専門職を取り巻く現状を踏まえ、当学科では、養成課程として検討し得る課題の一

つとして、現時点では存在していない資格認定システムの構築への寄与を検討してきた。 

 その具体的な取り組みとして、海外の資格認定システムを研究し、海外での当該専門職の専門

領域ごとに「認定試験」を実施している状況を参考にし、視覚障害者の生活訓練の中でもより専

門的な知識や技術が必要とされる「歩行訓練」について、平成 19 年度より試験的に資格認定試験

（「視覚障害歩行訓練専門職認定試験」）を実施した（試験概要については表 1～表 3 を参照）。 

実施結果としては、受験者 20 名に対し合格者 2 名（合格率 10％）、平均点は 128.3 点（正答率

約 65％）で、科目別では「歩行技術の理論と教授法に関する知識」（以下、「歩行」）が 79.6 点（同

約 65％）、「視覚障害リハビリテーションに関する知識」（以下、「視覚リハ」）が 48.7 点（同約 60％）

であった。特徴としては、6 割以上という各科目の基準に達したが、7 割以上という合計点の基準

に達しなかった者や、「視覚リハ」の科目で 6 割以上の基準に達しなかった卒業生が多かったこと、

平均点では各科目、合計共に卒業生と卒業見込者の間に大きな差が無かったこと等が挙げられた。 

２．平成 19 年度試験結果から導き出された課題と平成 20 年度試験における変更点 

 試験結果を踏まえ、次回試験における検討課題としては、「視覚リハ」の位置づけ、「歩行」に

おける事例問題等の出題の必要性、試験時間と問題数の配分等、中長期的な課題としては、合格

者に求める水準の設定の検討、実際の現場の観点の試験問題への反映、当学科での学習に対する

最終評価を目的とする試験から本来の意味での資格認定試験への発展の必要性等が挙げられた。 

 上記の課題について整理検討し、平成 20 年度試験（平成 21 年 2 月末実施予定）において、①

出題基準の改定、②「視覚リハ」の問題数削減、③認定基準の引き下げ、④試験時間の変更、等

を行うこととした。特に①については、「歩行」ではより現場で必要とされる実践力が問えるよう

な問題（事例問題、映像問題等）を多く採用することとし、「視覚リハ」では昨年度の基準と比べ、

歩行訓練により関連している項目や生活訓練のベースとなる基礎知識としてより必要な項目を抽

出、再整理して、それらを基準とした。また③については、「各科目 6 割以上」の基準は維持しつ

つ、全体の「7 割以上」の正答から「6 割 5 分以上」に引き下げることとした（表 3～表 5 参照）。 

３．望まれる認定試験の将来像 

 将来的な展望としては、今後も当該試験を継続実施し、資格認定システムとしての成熟度を高

め、国家資格でない限り、認定機関（試験実施主体）として本来望ましい職能団体等へ当該シス

テムを譲渡し、受験対象者を視覚障害者の生活訓練に携わる者全てとすること、等が望まれる。 



※以下の資料中の項目について 

・「大項目」：当該試験において問われる知識である試験科目の全体の範囲を示す、当該知識をい

くつかの類型に分類したものであり、その構成要素である中項目を束ねた見出し 

・「中項目」：大項目として分類された各知識について教授のあった、視覚障害学科における科目 

・「小項目」：試験の出題内容となる事項（基本的には、試験問題はこの範囲から出題されること

となる。なお、小項目は、出題基準として、試験問題の出題範囲という観点から配

列されているため、学問的な分類体系とは必ずしも一致しない） 
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